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前年度対比予算額項 目

307千円82,493千円①村 税

460千円852千円②分担金および負担金

△106千円24,893千円③使用料および手数料

543千円18,388千円④財産収入

0千円5,000千円⑤繰越金

141,426千円316,986千円⑥繰入金

20,264千円35,594千円⑦諸収入

1,341千円20,142千円⑧各種交付金

△2,000千円55,000千円⑨地方譲与税

65,000千円1,210,000千円⑩地方交付税

11,209千円146,429千円⑪国庫支出金

△2,743千円25,322千円⑫道支出金

221,800千円439,400千円⑬村債

458,000千円2,381,000千円合 計

⅒
ℽ
ⅴ
⅛
基
礎
⅕
⅗
ⅵ
”
平
成

年
度
⅛
当
初
予
算

25

℺
”
3
月
8
日
ℹ
ⅳ
開
催
⅃
ⅶ
⅍
第
1
回
定
例
村
議

会
⅘
ℸ
ℵ
⅓
成
立
ⅅ
Ⅻ
ⅅ
⅍
„

予
算
⅛
総
額
⅜
”

億
8
⁒
1
2

万
円
⅕
⅗
ⅴ
”
前
年

26

度
予
算
⅛
総
額
⅕
比
較
ⅇ
ⅵ
⅕
”

.

%
増
⅕
⅗
⁁
⅓
ℵ

21

94

Ⅻ
ⅇ
„
村

一
般
会
計
‹
歳
入
›

表1 平成25年度 一般会計歳入予算額

※「各種交付金」…地方消費税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金など

前年度対比予算額会計区分

0千円106,600千円国民健康保険

5,800千円41,100千円簡易水道事業

12,300千円42,000千円農業集落排水事業

2,300千円61,900千円介護保険（保険事業勘定）

3,100千円33,600千円介護保険（サービス事業勘定）

1,000千円15,000千円後期高齢者医療
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表2 平成25年度 特別会計予算額
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主な内容前年度対比本年度予算額項 目

村議会運営のために使うお金△616千円19,919千円①議会費

村の事務管理などの総括的な事務に使うお金78,744千円216,109千円②総務費

福祉サービスや各助成など、福祉全般に使うお金13,717千円181,255千円③民生費

保健衛生やごみ処理など衛生的な生活のために使うお金39,801千円196,411千円④衛生費

通年雇用など労働に関する活動に使うお金△19千円262千円⑤労働費

農林業の振興のために使うお金16,118千円41,367千円⑥農林水産業費

商工業の振興のために使うお金89,895千円154,097千円⑦商工費

道路や橋りょう、住宅整備などに使うお金3,226千円282,646千円⑧土木費

消防、救急活動に使うお金△31,031千円118,656千円⑨消防費

幼・小・中・高校の運営など教育全般に使うお金275,600千円447,685千円⑩教育費

農業施設等の復旧支援に使うお金0千円5千円⑪災害復旧費

村債(借入金)を返済するお金△62,416千円190,436千円⑫公債費

土地取得のために使うお金0千円1千円⑬諸支出金

村職員の給与を払うためのお金34,829千円530,824千円⑭給与費

予備のためのお金152千円1,327千円⑮予備費

458,000千円2,381,000千円合 計

表3 平成25年度 一般会計歳出予算額

歳
出
⅘
⅑
ℵ
⅓
”
合
計

億
23


⁒



万
円
⅕
⅗
⁁
⅓
ℸ
ⅴ
”

前
年
度
⅕
比
較
ⅇ
ⅵ
⅕
4
億

⁒




万
円
⅛
増
 
前
年
度
比
23

.

%
増

⅕
⅗
⁁
⅓
ℵ
Ⅻ
ⅇ
„

82
歳
出
増
⅛
要
因
⅕
ⅅ
⅓
⅜
”
事
務

事
業
⅛
効
率
化
ⅻ
行
ℵ
経
常
経

費
⅛
削
減
ⅻ
行
ℶ
一
方
”
生
活
住

環
境
⅛
整
備
⅘
関
ⅇ
ⅵ
事
業
”
自

然
ↀ
↣
↾
ↅ
‡
活
用
⅘
向
ℿ
⅍

新
規
事
業
”
高
等
学
校
寮
増
築
”

主
要
産
業
⅔
ℴ
ⅵ
農
業
ⅰ
観
光

業
⅘
関
ⅇ
ⅵ
事
業
実
施
等
⅘
ⅲ

ⅵ
Ⅿ
⅛
⅔
ⅇ
„

平
成

年
度
⅛
主
要
事
業
⅛

25

一
⅑
⅔
ℴ
ⅵ
‵
高
等
学
校
↘
→
↣


↽
寮
増
築
事
業
‶
⅔
”
約
2
億

7
千
万
円
℺
計
上
⅃
ⅶ
⅓
ℵ
Ⅻ

ⅇ
„
⅁
ⅶ
⅜
”
高
等
学
校
↘
→
↣


↽
寮
⅛
女
子
部
屋
数
⅛
不
足

⅘
伴
ℵ
”
現
在
⅛
寮
Ⅵ
⅛
増
築
工

事
ⅻ
行
ℶ
Ⅿ
⅛
⅔
ⅇ
„
Ⅻ
⅍
”
平

成

年
度
ℹ
ⅳ
継
続
的
⅘
行
ⅸ

24
ⅶ
⅓
ℵ
ⅵ
‵
公
営
住
宅
富
士
見
団

地
建
替
事
業
‶
⅘
⅑
ℵ
⅓
⅜
”
計

画
分
⅛
残
ⅴ
2
棟
8
戸
⅛
新
築

工
事
⅘
係
ⅵ
Ⅿ
⅛
⅕
⅗
⁁
⅓
ℵ

Ⅻ
ⅇ
„

⅋
⅛
他
”
予
算
⅘
関
連
ⅇ
ⅵ
主

要
事
業
⅘
⅑
℻
Ⅻ
ⅅ
⅓
⅜
”
下
記

⅛
⅕
ℸ
ⅴ
⅕
⅗
⁁
⅓
ℸ
ⅴ
Ⅻ
ⅇ
„

一
般
会
計
‹
歳
出
›

◆高等学校チセネシリ寮増築事業【2億7,279万9千円】

◆公営住宅富士見団地建替事業【1億8,400万円】

◆天塩川温泉チップボイラー導入事業【4,056万6千円】

◆音威富士スキー場圧雪車更新事業【3,664万5千円】

◆そば乾燥調整施設増設事業補助事業【1,600万円】

◆村名改称50周年記念事業【1,011万6千円】

◆住宅増改築及び廃屋解体撤去補助事業【400万円】

◆農業後継者奨励金【100万円】

◆社会福祉協議会運営補助事業ほか【4事業合計3,955万円】

【平成25年度主要事業について】

…女子寮の増築工事

…2棟8戸新築工事及び外構工事ほか

…自然エネルギー利用に向けた新規事業

…圧雪車老朽化に伴う更新

…乾燥機・タンク4台増設等に対する補助

…ART＆CRAFT展、トレイルランニング等

…個人住宅に対する補助事業

…新たに農業を担う農家に対する後継者への奨励金

…社会福祉協議会運営補助事業（4,352千円）、

生きがいデイサービス事業（14,359千円）、

高齢者生活福祉センター運営事業（9,014千円）、

ヘルプサービス事業（11,825千円）

今回成立をした予算に関連する事業の中から、

抜粋して事業概要についてご紹介いたします。
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3月1日金曜日、おといねっぷ美術工芸高等学校で第27回卒業

証書授与式が行われました。在校生や保護者の方々などが見守る

中、小松信夫校長から卒業生一人ひとりに卒業証書が授与されま

した。高校生活最後のホームルームでは、担任の津嶋雅顕先生か

ら「初めて担任になり不安もありましたが、無事皆さんを送り出

すことが出来てよかったです」との言葉があり、39名の卒業生は

それぞれの夢や希望に向かって旅立っていきました。
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音威子府音威子府村村

ѣѣѣѣѣѣѣѣѣѣѣѣѣѣѣѣѣѣѣѣѣѣѣإإإإإإإإإإإإإإإإإإإإإإإԓԓԓԓԓԓԓԓԓԓԓԓԓԓԓԓԓԓԓԓԓԓԓNo.5

地域おこ地域おこしし
協力協力隊隊

昨年7月から村で活動をしている森勇気さん、渡辺瑞生さん

のお二人。今月は、下川町から製作依頼を受けたテーブルとス

ツールづくりの真っ最中です。今回の活動報告では、主に木遊

館で活動をしている渡辺さんからの報告とお願いです。

木遊館では「夏休み特別企画・うちわづくり講習会」と「ク

リスマス木工講習会」の2回、講習会を開催しました。今年度

は色々な方にお越しいただきましたが、4月以降もさらに楽し

くものづくりをしてもらえるような講習会の内容を考えてい

るところです。

例えば、幼稚園や小学校での授業などが終わった時間から、

子どもたちに木遊館に遊びに来てもらって簡単に作れる「ち

びっこ講習会」や「割りばし鉄砲づくり」、またお子さんやお孫さんがいる方々向けの「おままごとセット」「車・

木馬作り体験」などなど、講習会の内容もですが、日にちや時間帯も含めより気軽にお越しいただけるようにで

きないかなぁと考えています。また、これまでの講習会では木工体験の内容が中心でしたが、「音威子府産そば

ガラを使ったお手玉づくり…村のおばあちゃんが先生になって講習会」「ハンカチやエプロンなどの草木染め体

験」というように、木工以外でもなにかを作ったり素材に触れたりできるような講習会を、あえて木遊館の空間

を活用してできたら面白いのかな、と思ったりもしていました。

試行錯誤しながらいろいろとアイディアを考えていますが、なにか「こんなことがしてみたい」「こんなもの

は作れるの？」というアイディアがありましたら、ぜひ私たち協力隊や木遊館などにお寄せください！皆さんの

アイディアもどんどん取り入れながら、木工やものづくりの楽しさを伝えていけるように頑張りたいと思います。
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☆お気軽にアイディアお寄せください！【木遊館 5-3019】
☆Facebookページもやっています☆ https://www.facebook.com/neppu.chiikiokoshi
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⅗
⁁
⅍
視
聴
覚
室

⅘
⅜
美
味
ⅅ
⅋
ℶ
⅗
↘
⁌
‡
↥
⇅

⅛
匂
ℵ
℺
充
満
ⅅ
”
集
Ⅻ
⁁
⅍
生

徒
達
ℹ
ⅳ
‵
ℶ
Ⅻ
⅋
․
‶‵
早
ℽ
食

Ⅶ
⅍
ℵ
‶
⅕
声
℺
上
℺
ⅴ
”
早
速

昼
食
会
℺
始
Ⅻ
ⅴ
Ⅻ
ⅅ
⅍
„
ℴ
ⅼ

ℹ
ℿ
↼
‡
↷
⇅
⅕
↘
⁌
‡
↥
⇅
⅜

⅖
⅛
農
産
物
ⅻ
介
ⅅ
⅍
6
次
産
業

化
⅛
検
討
⅘
⅑
ℵ
⅓
盛
ⅴ
込
Ⅻ
ⅶ
”

⅃
Ⅻ
⅄
Ⅻ
⅗
面
⅔
⅛
連
携
ⅻ
高
Ⅾ

将
来
的
⅗
雇
用
⅛
創
出
⅘
⅑
ℵ
⅓

Ⅿ
答
申
℺
⅃
ⅶ
Ⅻ
ⅅ
⅍
„

佐
藤
会
長
⅜
‵
高
齢
化
℺
進
Ⅼ

人
口
8
0
0
人
台
⅕
⅗
⁁
⅍
本
村

⅘
ℸ
ℵ
⅓
”
厳
ⅅ
ℵ
社
会
情
勢
⅛

中
”
村
民
⅕
行
政
”
関
係
団
体
等

℺
連
携
ⅻ
密
⅘
取
ⅴ
合
ℵ
一
体
⅕

⅗
⁁
⅓
向
⅁
ℶ

年
”
明
日
⅛
村

10

⅒
ℽ
ⅴ
⅘
取
ⅴ
組
ⅼ
⅔
ℵ
⅍
ⅎ
℻

⅍
ℵ
‶
⅕
話
⅃
ⅶ
Ⅻ
ⅅ
⅍
„
⅁
⅛

総
合
計
画
⅜
”
3
月
8
日
⅛
定
例

議
会
⅘
ℸ
ℵ
⅓
可
決
⅃
ⅶ
Ⅻ
ⅅ
⅍
„

麺
屋
一
Ⅲ
ⅆ
⅃
ⅼ
⅛
通
常
↷

↡
⁍
‡
⅘
⅜
⅗
ℽ
”
昼
食
会
⅘
合

ⅸ
ⅉ
⅍
特
別
↷
↡
⁍
‡
⅔
”
生
徒

名
⅕
教
職
員

名
℺
‵
ℶ
Ⅻ
ℵ

12

11

!
‶
⅕
笑
顔
⅔
舌
鼓
ⅻ
打
⅏
Ⅻ
ⅅ

⅍
„
同
ℏ
ℓ
℀
⅔
⅜
”‵
平
成
26

年
度
ⅲ
ⅴ
小
中
併
置
校
⅘
⅗
ⅴ
Ⅻ

ⅇ
℺
”
来
年
度
⅘
⅑
ℵ
⅓
Ⅿ
実
施

⅔
℻
ⅶ
⅝
‶
⅕
話
⅃
ⅶ
⅓
ℵ
Ⅻ
ⅅ

⅍
„小

学
校
体
育
館
ⅻ
会
場
⅘
”
村

教
育
委
員
会
主
催
⅛
社
会
教
育
企

画
事
業
音
楽
鑑
賞
会
‵
↧
↫
↫
⁆

↵
↽
‡
℺
贈
ⅵ
ⅾ
ↄ
ⅾ
ↄ
ⅸ
ℽ
ⅸ

ℽ
ℸ
ⅼ
℺
ℽ
ℹ
ℵ
‶
ⅻ
開
催
ⅅ
Ⅻ

ⅅ
⅍
„
生
演
奏
⅛
中
⅘
Ⅿ
笑
ℵ
ⅻ

交
ℷ
⅗
℺
ⅳ
”
Ⅻ
⅍
来
場
者
Ⅿ
←

↜
‡

上
⅘
ℴ
℺
ⅴ
一
緒
⅘
⅗
⁁

⅓
歌
⁁
⅍
ⅴ
踊
⁁
⅍
ⅴ
⅕
”
会
場

℺
一
体
⅕
⅗
⁁
⅓
音
楽
ⅻ
楽
ⅅ
ⅼ

⅔
ℵ
ⅵ
様
子
⅔
ⅅ
⅍
„

音
楽
鑑
賞
会

↦
↪
↪
⁆
↴
↼
‡
音
楽
会

2/
28



１０広報紙おといねっぷ２０１3年3月号

くらしの情報くらしの情報

アアアアアアアアアアーーーーーーーーーーススススススススススララララララララララブブブブブブブブブブたたたたたたたたたたいいいいいいいいいい肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥 ((((((((((再再再再再再再再再再資資資資資資資資資資源源源源源源源源源源化化化化化化化化化化物物物物物物物物物物 ))))))))))のののののののののの販販販販販販販販販販売売売売売売売売売売ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいいアースラブたい肥(再資源化物)の販売についててててててててててて
村民の皆さまには、日頃からごみの分別収集にご協力いただき、誠にありがとうございます。
さて、村では平成１２年１０月から咲来地区郊外に生ごみコンポストプラントを設置し、収集し

た生ごみを細かく砕き、おがくずやアースラブ菌と混ぜ合わせて分解処理しながらごみの減量
化を図ってきました。
これまで、この減量化の段階で生まれる混合物を「アースラブたい肥」として皆さまにご利用

いただいてきましたが、平成２３年度までは生ごみと一緒に紙おむつなどの処理も行っていたこ
とから、アースラブたい肥に不純物が混じることが多く、良質なたい肥をご提供できない状況が
続いておりました。しかし、平成２４年度から紙おむつなどの衛生ごみは、皆さまのご協力のもと

「炭化ごみ」として排出することとなったことから、生ごみに不純物が少なくなり良質なたい肥
を作ることができるようになりました。
「アースラブたい肥」は、生ごみの消臭や家庭菜園などのたい肥に使用することができ、畑の融
雪剤などとして活用されているお話も聞きます。販売価格や購入方法などについては下記のと
おりとなりますので、ご購入をお考えの方はお問い合わせください。

○アースラブたい肥販売価格
・２０リットル（土のう袋入り） ３００円

※一度に購入できる量は５袋までとなっております。

○受け取りできる日時及び場所
・毎週月曜日から金曜日 ９時から１８時

・生ごみコンポストプラント 字咲来４５０番地１

○アースラブたい肥購入方法
①役場住民課窓口で「代金納入通知書」の交付を受ける。

②役場出納室か北星信金音威子府支店の窓口で代金を納入する。（領収書発行）

③領収書を提示して、生ごみコンポストプラントでアースラブたい肥を受け取る。

○お問い合わせ先
・住民課住民生活室生活環境係 ℡５-３３１２

※ごみ分別の注意とお願い
上の写真は、２月２２日の生

ごみ収集で、生ごみ袋の中か
ら出てきたライター類。発火
の可能性があるため非常に
危険ですし、アースラブたい
肥の品質向上のためにも分
別収集にご協力ください。

あなたの気になる年金記録、もう一度ご確認を。
年金記録問題の解決に向けて、これまで「ねんきん定期便」などをお送りし、ご確認をお願いしてま

いりました。しかし、いまだ約２，２００万件の持ち主が確認できていない記録が残っています。ご自身の

年金記録に「もれ」や「誤り」があるのではとご心配のある方は、専用パンフレットのチェックリスト

などでご確認いただき、村役場住民課かお近くの年金事務所等にご相談ください。

○ねんきんネット専用ダイヤル：0570-058-555 ※もしくは03-6700-1144

受 付：月～金曜日（9：00～20：00）第2土曜日（9：00～17：00）

※祝日（第2土曜日を除く）、ご利用いただけません。

○HPアドレス：http://www.nenkin.go.jp

○お問い合わせ先 住民課住民生活室 5-3312

約9人に 1人、年金記録が見つかっています
例

若い頃に勤めていた

記録が見つかった

年額98万円→234万円

例

結婚前の旧姓の

記録が見つかった

年額43万円→154万円

例 名前の読み方が

誤って登録されていた

記録が見つかった

年額0万円→137万円



１１ 広報紙おといねっぷ２０１3年3月号

採
用
試
験
⅛
⅂
案
内

国
税
専
門
官
採
用
試
験

札
幌
国
税
局
⅔
⅜
”
国
税
局
ⅰ

税
務
署
⅘
ℸ
ℵ
⅓
税
⅛
←
↰


⁌
↽
←
↞
⅕
ⅅ
⅓
活
躍
ⅇ
ⅵ

国
税
専
門
官
ⅻ
募
集
ⅅ
⅓
ℵ
Ⅻ

ⅇ
„


受
験
資
格

∹
昭
和

年
4
月
2
日
․
平
成
4

58

年
4
月
1
日
生
Ⅻ
ⅶ
⅛
者

∺
平
成
4
年
4
月
2
日
以
降
生
Ⅻ

ⅶ
⅛
者
⅔
大
学
ⅻ
卒
業
ⅅ
⅍
⅗

⅖
別
⅘
定
Ⅾ
ⅵ
Ⅿ
⅛


申
込
受
付
期
間

∹
ⅾ
⇅
↖
‡
↣
⁋
↞

4
月
1
日
 
月

9
時
․

日
 
木

受
信
有
効

11

∺
郵
送
Ⅻ
⅍
⅜
持
参

4
月
1
日
 
月

․
2
日
 
火


通
信
日
付
印
有
効


原
則
ⅾ
⇅
↖
‡
↣
⁋
↞
申
込

ⅻ
⅂
利
用
ℽ
ⅎ
⅃
ℵ
„


試
験
日
程

₊
第
1
次
試
験

6
月
9
日
 
日


₊
第
2
次
試
験

7
月

日
 
火

․

日
 
火


16

23

Ⅻ
⅔
⅛
指
定
ⅇ
ⅵ
日

₊
最
終
合
格
者
発
表

8
月

日
21


ℸ
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先

札
幌
国
税
局
人
事
第
二
課




‣



‣





Ⅻ
⅍
⅜
最
寄
ⅴ
⅛
税
務
署
Ⅻ
⅔

試
験
⅛
⅂
案
内

調
理
師
試
験


受
験
資
格

学
校
教
育
法
第

条
⅘
規
定
ⅇ

57

ⅵ
者
⅔
”
多
数
人
⅘
対
ⅅ
⅓
飲
食

物
ⅻ
調
理
ⅅ
⅓
供
与
ⅇ
ⅵ
寄
宿
舎
”

学
校
”
病
院
等
⅛
施
設
Ⅻ
⅍
⅜
飲

食
店
営
業
”
魚
介
類
販
売
業
Ⅿ
ⅅ

ℽ
⅜
⅋
ℶ
⅄
ℵ
製
造
業
⅘
該
当
ⅇ

ⅵ
営
業
⅘
ℸ
ℵ
⅓
”
平
成

年
5

25

月

日
Ⅻ
⅔
⅘
2
年
以
上
調
理
⅛

24
業
務
⅘
従
事
ⅅ
⅍
者


試
験
日

平
成

年
8
月

日
 
木


25

29時

分
․

時

13

30

16


試
験
地

旭
川
市


試
験
方
法
等

筆
記
試
験
 
食
文
化
概
論
”
衛

星
法
規
”
公
衆
衛
生
学
”
栄
養

学
”
食
品
学
”
食
品
衛
生
学
等



申
込
受
付
期
間

平
成

年
5
月

日
 
月

․

25

13

5
月

日
 
金

消
印
有
効

24


ℸ
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先

北
海
道
名
寄
保
健
所
健
康
推
進

課
健
康
増
進
係

0
1
6
5
4
‣

3
‣
3
1
2
1

ℸ
済
⅔
ⅇ
ℹ
₍

自
動
車
税
⅛
住
所
変
更

自
動
車
税
⅜
”
毎
年
4
月
1
日

現
在
⅔
自
動
車
ⅻ
ℸ
持
⅏
⅛
方

⅘
納
Ⅾ
⅓
ℵ
⅍
ⅎ
ℽ
道
税
⅔
ⅇ
„

住
所
℺
変
ⅸ
⁁
⅍
場
合
⅘
⅜
”

道
税
事
務
所
⅘
住
所
変
更
⅛
届

ℿ
出
ⅻ
ℸ
願
ℵ
ⅅ
Ⅻ
ⅇ
„

⅗
ℸ
”
次
⅛
場
合
⅘
⅜
運
輸
支

局
⅔
登
録
手
続
℻
℺
必
要
⅔
ⅇ
„

₊
住
所
℺
変
ⅸ
⁁
⅍
 
変
更
登
録


₊
自
動
車
売
買
ⅅ
⅍
 
移
転
登
録


₊
使
用
ⅅ
⅓
ℵ
⅗
ℵ
 
抹
消
登
録



ℸ
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部




‣



‣





採
用
試
験
⅛
⅂
案
内

国
家
公
務
員
採
用
試
験


総
合
職
試
験
 
院
卒
大
卒
程
度


ⅾ
⇅
↖
‡
↣
⁋
↞
申
込
期
間

4
月
1
日
 
月

․
8
日
 
月



一
般
職
試
験
 
大
卒
程
度


ⅾ
⇅
↖
‡
↣
⁋
↞
申
込
期
間

4
月
9
日
 
火

․

日
 
木


18


一
般
職
試
験
 
高
卒
程
度


ⅾ
⇅
↖
‡
↣
⁋
↞
申
込
期
間

6
月

日
 
月

․

24

7
月
3
日
 
水



ℸ
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先

人
事
院
北
海
道
事
務
局
第
二
課
験
係




‣



‣





くらしの情報くらしの情報

採
用
試
験
⅛
⅂
案
内

自
衛
官
等
募
集


予
備
自
衛
官
補
 
一
般


₊
応
募
資
格

歳
以
上

歳
未
満

18

34

 
平
成

年
7
月
1
日
現
在


25

₊
受
付
期
間

4
月
3
日
 
水

必
着

₊
試
験
日

平
成

年
4
月

日
 
日


25

14


予
備
自
衛
官
補
 
技
能


₊
応
募
資
格

歳
以
上

歳
未
満

18

55

 
平
成

年
7
月
1
日
現
在


25


保
有
ⅇ
ⅵ
国
家
資
格
等
⅘

ⅲ
ⅴ
異
⅗
ⅴ
Ⅻ
ⅇ
„

₊
受
付
期
間

4
月
3
日
 
水

必
着

₊
試
験
日

平
成

年
4
月

日
 
土


25

13


一
般
幹
部
候
補
生

₊
応
募
資
格

歳
以
上

歳
未
満

20

28

 
平
成

年
4
月
1
日
現
在


26

₊
受
付
期
間

4
月

日
 
金

必
着

26

₊
試
験
日

平
成

年
5
月

日
 
土


25

11

 

日
⅜
飛
行
要
員
希
望
者
⅛
Ⅼ


12


ℸ
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先

自
衛
隊
旭
川
地
方
本
部
名
寄
出
張
所

0
1
6
5
4
‣
2
‣
3
9
2
1

気
象
台
一
口
↷
↸

津
波
警
報
℺
変
ⅸ
ⅴ
Ⅻ
ⅇ

平
成

年

月

日
ⅲ
ⅴ
”
新

２５

ⅅ
ℵ
津
波
警
報
⅛
運
用
℺
開
始
⅃

ⅶ
Ⅻ
ⅅ
⅍
„
⅁
ⅶ
⅘
伴
ℵ
”
津
波

警
報
₊
注
意
報
⅛
発
表
方
法
ⅰ
”
予

想
⅃
ⅶ
ⅵ
津
波
⅛
高
⅃
ℸ
ⅲ
Ⅰ
津

波
観
測
⅘
関
ⅇ
ⅵ
情
報
⅛
表
現
方

法
℺
新
ⅅ
ℽ
⅗
ⅴ
Ⅻ
ⅅ
⅍
„
Ⅻ
⅍

‵
沖
合
⅔
⅛
津
波
観
測
⅘
関
ⅇ
ⅵ

情
報
‶
ⅻ
新
設
ⅅ
”
津
波
℺
沿
岸
⅘

到
達
ⅇ
ⅵ
前
⅘
沖
合
⅛
津
波
⅛
状

況
ⅰ
”
沿
岸
⅘
到
達
ⅇ
ⅵ
時
刻
ℸ

ⅲ
Ⅰ
津
波
⅛
高
⅃
⅛
推
定
値
ⅻ
ℵ

⅏
早
ℽ
ℸ
伝
ℷ
ⅅ
Ⅻ
ⅇ
„

津
波
警
報
⅜
”
津
波
⅘
ⅲ
ⅵ
災

害
⅛
発
生
℺
予
想
⅃
ⅶ
ⅵ
時
⅘
発

表
ⅇ
ⅵ
重
要
⅗
情
報
⅔
ⅇ
„
津
波

警
報
ⅻ
見
聞
℻
ⅅ
⅍
ⅳ
”
直
⅏
⅘

安
全
⅗
場
所

Ⅵ
避
難
ⅻ
ℸ

願
ℵ
ⅅ
Ⅻ
ⅇ
„


ℸ
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先

旭
川
地
方
気
象
台

0
1
6
6
‣

‣
7
1
0
1

32

旭
川
地
方
気
象
台
↱
‡
↶
↰
‡


http://w
w
w
.jm

a-net.go.jp/asahikaw
a 気象庁マスコットキャラクター

はれるん
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今月号の Ⴘ ഏ

&ONTENTS

主な

特集若山先生ご夫妻10年間を振り返るˎ
ページ

□旅立ちの季節□
毎日勉強をしていた教室…なにげない

日常の風景やクラスメイトとの会話も、

高校生活3年間の忘れられない大切な想

い出になったのではないでしょうか。

（平成25年2月末現在）

815 （前月比－4人）

男性414人 ・女性401人
世帯数468戸

人
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平成25年度村予算成立ĵ
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おと高卒業証書授与式6
ページ

松阪市武四郎まつり報告ĸ
ページ

地域おこし協力隊報告ほかĹ
ページ

アースラブたい肥販売についてĲı
ページ

行事予定表行事予定表
～4月末

（日）24

25（月）

27（水）

（金）29

第25回音威子府ジュニアクロスカントリースキー大会
（チセネシリクロスカントリーコース）

生活習慣病予防・月トレ
（保健福祉センター 9：30～）

乳幼児妊産婦健康相談・Babyサロン
（保健福祉センター 10：00～）

介護予防教室
（保健福祉センター 9：30～）

（月）25

27（水）

29（金）

（金）4/5

8（月）

9（火）

11（木）

（月）15

17（水）

25（木）

（木）14

15（金）

18（月）

（火）19

生活習慣病予防・月トレ
（保健福祉センター 9：30～）

乳幼児妊産婦健康相談・Babyサロン
（保健福祉センター 10：00～）

介護予防教室
（保健福祉センター 9：30～）

音威子府小学校入学式

音威子府中学校入学式

音威子府村幼児センター入園式

生活習慣病予防・月トレ
（保健福祉センター 9：30～）

おといねっぷ美術工芸高等学校入学式

四種混合予防接種
（村立診療所 15：00～）

生活習慣病予防・月トレ
（保健福祉センター 9：30～）

鶴亀会健康相談
（地域交流センター 10：00～）

乳幼児妊産婦健康相談・Babyサロン
（保健福祉センター 10：00～）

生活習慣病予防・月トレ
（保健福祉センター 9：30～）

小児用肺炎球菌予防接種
（村立診療所 10：00～）

（音威子府中学校 10：00～）

BCG予防接種
（村立診療所 11：00～）

音威子府村幼児センター卒園式

生活習慣病予防・月トレ
（保健福祉センター 9：30～）

音威子府小学校第98回卒業証書授与式
（音威子府小学校 10：00～）

第91回全日本スキー選手権大会(～23日)
（チセネシリクロスカントリーコース）

（木）18

22（月）

ヒブ予防接種
（村立診療所 15：00～）

結核検診
（※詳細は後日回覧等にてお伝えいたします）

3月と言えば…卒業式があり、今年は村医療に携

わってこられた若山先生ご夫妻のご退任…、表紙に

もありますように、まさに「旅立ちの季節」ではない

でしょうか。

さて、来年度予算が成立し、広報紙面にてご紹介を

しております。暮らしや福祉、産業振興に係る事業

などはもちろん、先月号でも取り上げた「村名改称50

周年」の記念事業なども予算化されています。

昨年11月には村鉄道開通100年目を迎え、今年は

村名改称から50周年、さらには音威子府小学校も開

校100周年を迎えるなど、特に『節目の年』が重な

ります。過去の記憶や記録を村の歴史として残して

いく事はもちろん、これを機に、村の既存資源磨きや

新たな魅力の発掘をしていくことも重要ではないで

しょうか。

まだ不慣れな広報業務ですが、生活情報やさまざ

まな情報を掲載するだけではなく、村の隠れた魅力

探し等々もしつつ、より良い広報紙作成のために

日々努力しなければ…と思いました。（よこ）

（日）3/24 第25回音威子府ジュニアクロスカントリースキー大会
（チセネシリクロスカントリーコース）

平成24年度の免除・納付猶予および

学生納付特例の手続きはお済ですか？

※お済でない方は早急にお手続きを！※


